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１． はじめに１． はじめに 

観光客の来訪は、交流人口の拡大という課題を持つ地域にとって極めて有意である。本研究で分析対象とした白

神山地も、地元地域にとって交流人口拡大の資源として期待されている。このような背景にある白神山地周辺地域

では、高速道路整備が進むとともに、観光ガイドの育成といった観光サービスの充実化を図るなど観光の振興に力

を入れている。本研究では今後の観光振興策を探る視点から、来訪者の特性、今後の整備のあり方について検討し

た。さらに、観光振興を阻害する諸問題を DEMATEL 法により構造化し、問題解決ステップの考察を行った。な

お、従前から所属する研究室では白神山地の観光実態に関する調査分析を行っており、成果を得ている。本研究で

は以前の調査分析結果と重複する項目については集計に加え、利用することとした。 

２． 調査の概要 

本研究で実施した調査は以下の 3 種類である。1.観光実態と観光整備に関する調査（平成 20 年 10 月）被験者は

白神山地来訪者である。2.白神山地の観光振興を阻害する諸問題の抽出に関する調査（平成 20 年 9 月）白神山地の

観光に関わる地元住民を対象とした。3.DEMATEL 法による白神山地の諸問題の構造化に関する調査（平成 20 年

12 月）被験者は白神山地の地元住民および藤里町役場職員、能代河川国道事務所の行政担当者である。 
３． 分析結果および考察 

(1)来訪者の特性 
観光実態と観光整備に関する調査結果をもとに、白神

山地来訪者の特性をまとめると次のようである。図 1 は

2004～2008 年の調査結果をまとめた、来訪者の性別を

示したものである。男性と女性の比率はほぼ等しい結

果となった。図 2 は同様に 5 回の調査による来訪者の年

齢を示したものである。年齢が高くなるにつれて来訪者

の比率も上昇していることがわかる。50 代で 27.6%、60～64 歳で 21.8%、65 歳以

上は 27.7％と来訪者は 50 代以上の来訪者で全体の 75％を占めており、高齢層の来

訪が非常に多いという特徴がみられる。図 3 は同様に調査 5 回分の来訪者の居

住地を集計したものである。白神山地来訪者の 70％が県外からの来訪者で

占められており、白神山地が他県からの観光客誘因の重要な観光資源とな

っていることが如実に現れている。  
(2)観光振興を支援する整備案 
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図 4 は今後白神山地の観光振興を図る上で、いかなる整備を進めるべき

か分析したものである。設定した整備案は 12 項目である。分析結果をみる

と上位３項目は「（11）地域紹介などの白神山地の情報を提供する。」「（12）
白神山地内のガイド育成など白神山地観光を支援する人材の育成を行う。」

「（4）白神山地内の案内標識の整備を行う。」となっている。これら３項目

は「重要である」という回答が全体の９０％を超えており、非常に注目す

べき整備案になっている。これらの項目は白神山地の情報提供に関する問 
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題点を示唆しており、来訪者は情報提供が今後の整備において重要で

あると感じていることが把握された。一方、これに対し道路整備を含

む交通環境の改善策は「重要ではない」の回答が多く、白神山地への

アクセスビリティの向上には消極的である。これは白神山地の観光支

援のためのアクセスビリティの向上、さらには白神山地の域内での回

遊性向上に極めて重要な役割を負担するものであるにも関わらず、来

訪者は道路整備が今後の整備において重要だとは認識していない。この背景には昨今問題となった道路特定財源の

問題と、道路整備が自然を破壊することにつながっていくのではないかという懸念があるものと推測される。 
(3)DEMATEL 法による白神山地諸問題の構造化 

図 5 と図 6 は三者のアンケート結果を統合し、白

神山地の問題について重要度、影響度による平均構

造を示したものである。図中の各評価要因間の総合

影響の表示は『強』を細線として示している。『弱』

は与える影響が小さく、また『中』を加えると図が

複雑化するとして省略した。また、各要因間の上下

関係は一連の要因のうち、重要度及び影響度の高い

ほど（最も高い要因を 100 とする）上に位置し、左

右関係は特別な意味を持たない。重要度の平均構造

をみると「10.観光資源に関わる情報発信の問題」が

最も重要度が高く、次いで「15.観光支援地域ネット

ワークの整備の立ち遅れの問題」の順となっている。

影響度の平均構造では「10.観光資源に関わる情報発

信の問題」「14.行政支援の立ち遅れの問題」の順に

影響度が高い。設定した 15 の白神山地の問題におい

て、影響ルートに着目し、整備優先順位の考察を行

ったところ次のようになった。「10.観光資源に関わ

る情報発信の問題」→「15.観光支援地域ネットワークの整備の立ち遅れの問題」→「4.地元特産物開発の不十分さ

の問題」のステップが考えられる。この問題解決のプロセスにおいては重要度、影響度が極めて高い｢10｣の項目が

ポイントになっている。この項目を出発点に「地域ネットワーク整備」「特産品開発」などの整備課題に影響が波及

していくと考えられているようである。 
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４． まとめ 

分析からは、白神山地の抱える問題構造が把握されるとともに、効率的な整備優先順位が明らかになるなど多く

の興味深い結果が得られた。それらを要約すれば次のようである。 

(1) 白神山地来訪者は団塊の世代を中心とした高齢者の比率が高いことが判明した。また、来訪者の７割が県

外からの訪問であった。 

(2) 白神山地来訪者は白神山地の観光振興を図る上で、情報提供の整備が重要であると考えている。一方、ア

クセスビリティ向上のための道路整備は、情報提供整備ほどの重要性はなく現在の整備で十分であると認識さ

れている。 

(3)白神山地の抱える問題のなかでは、特に「情報発信」「観光支援地域ネットワーク」が重要視されている。 

また、「情報発信」の問題は最もはじめに取り組むべき課題と考えられていることが把握された。 
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表 1 設定した評価要因 
１．観光客のマナーの問題 ９．観光情報発信の問題

２．宿泊施設の不十分さの問題 １０．観光資源に関わる情報発信の問題

３．観光中核施設の未整備の問題 １１．青森県と秋田県の連携の問題

４．地元特産物開発の不十分さの問題 １２．入山規制の問題

５．優秀なガイド不足の問題 １３．世界遺産登録による周辺住民との問題

６．冬期観光施設の整備の問題 １４．行政支援の立ち遅れの問題

７．白神山地内の道路整備の立ち遅れの問題 １５．観光支援地域ネットワークの整備の立ち遅れの問題

８．高速交通体系整備の立ち遅れの問題
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